「いろは字類抄」における意義分類の変遷とゆれ by 三宅, ちぐさ
平安時代末期、天痰（一ー四四年）以前に、
「いろは」
四七部による音分類と意義分類とを併用した両期的とも言える分類形式を持って、
既に成
立していた色葉字類抄は、
多くの古辞杏の中でも、
日本語を主体とする辞世の原典と
も言うべき存在として注目されている。
この色葉宇類抄系の諸本（以後、
「いろは字類抄」と総
称することにする
。）として現存するものは、
次のように、
かなりの種類に及んで
い
る。
原形本J碑倉時代中期の害写にな
るという零本。
節用文字こ一巻本「 字 」を （川頻
一馬博士御説）ぁ｀ いは鎌倉時代（山田孝雄薄士御説）に害写したという零本。
二巻本世俗字類抄こ止戸時代中期以後 宙 か。識語等
はない。
一、
はじめに
二巻本色葉字類抄こ長窟元(-―
六三）年までに改厠さ
れた上下二巻四冊本。
永録八（一五六五）
年の害写。
十巻本伊呂波字類抄と練倉時代初期に増補された十巻、
完
本。七巻本世俗宇類抄」文明九（一四七七）年頃の書写と言
われろ。第三巻を欠き、
他巻の一部、
奥宙きにも損偏のみ
られる六冊本。
しかし、
これら「いろは字類抄」の成立年代はいずれも
明らかでない。
その上、
諸本の種類が多い割に残存写
本
が
少ないことも手伝っ
てか
、
系譜に関しては、
先学の諸説が
あるものの、
まだ定説と言えるものはない。
成立や系譜を
明らかにしていく上で、
識語等の外的手がかりがほとんど
得られない以上、
絹纂形式・所収語棠等に現われろ内部徴
証に頼るしかない。
そこで、今回は、
単に先学の御研究を
跡ずけるだけに終わろかもしれないが、
一、
「いろは字類
抄
j
の系譜における意義分類の変遷。一、
人事
・辞字門に
宅
「いろは字類抄」における意義分類の変遷とゆれ
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「いろは宇類抄」の意義分一般的な形式、天象・
地儀・植物動人倫体事飲食雑光彩
・方角員数辞字重点畳諸社寺国郡官
，職・姓氏名字の1二門であったと認められる。しか、
初めからニーの分類項目がたてれいわけではなく、
語菜が増補されるに従って、分類項目も次図示したよ
うな課程で、あるいは細分化され新し範疇の
分類項目が加えられていったこと、諸本の意義を比
較することによって伺え。
第一段階における「いろは字類抄」の意義分、わ
ゆる「原形本」の現存部分から確認でき、地儀：人倫．
人体・動物紺飲食員数詞字の九門に天象・光彩
・方角の三門を加えた―二であっと考られる。こ
三門が存在していたことは、残部分チ・リヌル
ヲという所収語黎の少な部であるこ、そして実際
他本においてもこれらの部は天象・光彩方角三門が
存在していなことからほぼ間違考えれる。
詞字は他の諸本にみられない分類項目であるが、
表
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門の所収語漿は、他の諸本の人事・辞字・昼字の内容に該当する。「原形本」の詞字門に所収されている語槃が、他の諸本においてはどのように分類集録されているかを数塁的に示したのが表
n
で あ る 。
表 11 （ 注 ）
0
分 母 は 諸 本 に お け る 所 収 語 盤数（延べ語数）
0
分子は「原形本」と諸本間の共通語槃数
盟
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実際の例として、
ち部詞字の場合を次に記す。
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ここに集録されている五五の語致が、
他 の 諸 本 に お い て ど
のように分類されているか、
たとえば、
二巻本「世俗字類
抄」の場合でみてみよう。
「突」以下、
前記の例中で傍線
を付した七語が人事門に、
「隣」以下、
波線をほどこした
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七語が辞字門に、「贔眉」以下、行あけの後にまとめら
れ
ている二字熟語三七語中、二重傍線を付した二四語が掻字門に集録されている。このように「原形本
」
の詞宇（二字
熟語は除く）に、他の諸本の場合には、人事門あるい
は
辞
字門に該当する語が混合した形で記されているということは、詞字（辞字）門が純粋な意
義分類で
はないため、
人事
にかかわる意味内容を持った用言をも含め得るという項目
注一
の性格 ら考えても、川瀬一馬栂士 言われる な人事門の「項目の脱落
」
や「苔写上の誤脱
」
ではなく、所収語
製の少なかった当時において
、同一概念のもとに扱われ
ていたものと考えられる。表
n
から明らか
なように、他の
諸本に比べ、所収語批が、特に登字門にお て極船に少ないことも合せ考える
、諸本にみられる分類項目が後に合
併ざれたのではなく、こ 「原形本
」
が古形であり、辞北
hr
の一般的頷向に遅わず、語故を増補す 従っ 項目をも細分化、増加させていっ
となると、従来「いろは字類抄」の意義分類に影櫻を与
注
1-
えたと言われている「平安韻字集」と かかわりも 再考の余地が出てくるよ
うに思われる。すなわら、意義分類の
変造課程から考えるならば、
『平安船字集」が彩製を与え
たのは第二•第三段階の「いろは字類抄」に対してであり、第一段階のでいろは字類抄」からは逆に影熊を受けたとい
巨l
男
ヲ
雄緒糾呵司
済l
岳I 尾l
名—
う相互関係があったということも可能に思われる。しかし、現存「いろは字類抄
.J
の推定成立年から
は、
『平安韻字集」
への影迦を考えるのはとても無理のようである。
おそらく、
『平安韻字集」の影製のもとに成立したであ
ろう第二段階
にお
ける
「いろは字類抄」の意義分類は、い
わゆる「節用文字」の意義分類のような形であったと考えられ
る。若杉哲男氏によ
る嘩
一、二巻本「世俗字類抄」も第
二段階に含まれるものであった可能性がある。表ー中に括弧を付して示したように、「節用文字
」
ヲ部、二巻本『世
俗字類抄」勢部の国郡門に異同があり、「魔名
」
という分
類項目名がみえるのはr平安韻字
渠」か
らの彩梱の残存か
と考え
られるのである。
七巻本「世俗字類抄
J
においては、名字門が「俗名
」
と
呼ばれることが
多く、現存している一＿一九部中の一七部に及
んでいる。名字
門に相当する門であることは、次のように
所収語致を比較してみると明らかである。例、
（注）共通語粟には傍線を付した。
二巻本「世俗字穎抄」乎 部
-32-
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この「俗名」という項目
名は、「いろは字類抄Jだけでな
く、管見による限りは他の意義分類体辞杏にも見あたらな＇い。七巻本r世俗字類抄」 特異性の―つである。
三、分類意識のゆれ
ことばを分
類するにあたって意義分類を用い
るとすれば、
どの分類項目に収めるかという迷い
が必ず生じてくる。
こ
とばの意味が一面的なものでな 以上、また、辞典として用言等をも扱おうとする場合には おさらのこと こ 迷いは、屈慕者にとっても利用者に
とって
もひじょうに大き
な問題点だと思われる。「いろは字類抄」 分類項目名を見ただけでも、純粋な 義分類だけでは処理
しき
れず、形
体的に（例、重点・畳字）、文法的に（例、辞字）と、さ
て、名詞
まざまの観点からの分類基準を
用いて、何とかし
だけでなくすべての語を
うまく分類しようとした縞者の苦
心が感じられるのであるが、その苦心 ゆえに、「いろは 七巻本「世俗字類抄」遠部
俗名
巨lliI
長ヲサ剰叶
字類抄
j
が辞典として有用なものとなった反面に、分類が
複雑な様相を呈するという結果をも招いてしま
ったようで
ある
。
さて、前述のように、「いろは字類抄」では「原形本」
の詞字門を、ある時新たに人事・辞字・畳字という三つの門に細分化したと考えら
れるわけだが、はからずもここに
、
意義的・文法的・形体的、三種の分類基準が用いられ
るこ
とになった。この三種の分類基準を用いて、語は実際のころどのように分類された だろ
うか。諸本間に相違はな
いのだ うか。
そこで次には、人事門と辞字門との所収語
棠を比較調査し
て、分類に現われ
る屈菜意器の問題を探っ
てみることにす
る。ただし、諸本の残存部分の都合上等か
ら、調
査対象はチ・リ・ヌ・ル・ヲ・オの六部に限る。ま
た、畳字門は形
体的分類法をとった
ためであろう。七巻本
E世俗字類抄」る部の七話、すなわら、
表IIに注記してあ
る「留守」他、「流人」・「流罪」・「流榮」．云流血」・「類火」・「留連」という二字熟語が人事 収められているという注目すぺき事実を除くと
、分類上の
問題に
は
ならな ため、ここで
は調査対象から除外する
こ
とにすろ。
まず、概観したところでは、分類項目名か
ら当然予想で
きることではあるが、 いろ
は字類抄」に共通な基本的傾
向として、人事門に人間
の
意志や行為・心的状態などをあ
-33-
表
m
突
』色叶
チ キ リ
チ ヽ リ
チ＼ル
チキル
チキリ
三・色
十 ・ 伊
らわす語を、辞字門に主として用言を集録するという分類基 準 が 認 め ら れ る 。
この
基 本 的 分 類 基 準 に よ っ て 、
諸本の
共通所収語彼の大部分が、
ともに同じ門に分類されている
。
しかし、．それら多くの、
同じ門に分類された語にも、
人
事門の場合には諸本間に注目すべき相違が見られる。次に例示するように、
訓注記を名詞形で付すか、
動洞形で付す
かで、
諸本が「原形本」
・
「世俗字類抄」系と「色葉（伊
呂波）字類抄」系とにほぼ二分されるのである。例 、
（注）名詞形に傍線を付した。
原形本
ニ・世
七・世
緬纂意識を考えるにあたっては、
全 体 か ら み る と た と え
数歴的に僅かではあっても、
人事と辞字、
両方の門に重出
している語の存在が無視できな
い。
そ こ で 、
人 事 ・ 辞 字 両
門 に 掲 出 さ れ て い る 語 を 取 り 出 し 、
対 比 で き る よ う に ま と
め て み た の が 表
m
である
。
表
m
（注）X印は該当部分が欠損していること、
／印は
該当語が集録されていないことを示す．
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ち部では、
「
原形本」で詞字門に収
録されていた「近」
・「隣」、訓「チカシ」という語が、龍の諸本においては
辞字に収録されている。これは、用言は辞字門にという分類基準に適っている。
「世俗字類抄」系の場合、
人事門で
は訓注として名詞形を付そうと
す
る意識があったと考えら
れるにもかかわらず、
七巻本「世俗字類抄」だけが、
「
殆
彎男
15
」
を人事門に収録したのは、注記か
ら考えて、
人
間の問題として捕えたためであろう
と
思われる。ぬ部の
「抽」の場合も同じよう
に解釈できる。り部の「略」の場
合は、重出してい 三巻本「色葉字類抄」
と
十巻本「
伊呂
波字類抄」におい 、人事門では体言形の訓注を付し、
辞
字門では動詞形の訓注を付すという対立をみせている。ぬ部では、
「原形本」で「ヌスム」という動詞形の訓注を付
されていた「盗」・「愉」などが に収録されるにあたって、
「節用文字」.
r世俗字類抄」系では名詞形、
「色葉字類抄」系では動詞形の訓注を付されて る。七巻本r世俗字類抄」と十巻本「伊呂波字類抄」の場合は辞字門にもこの語を収録しているが、
七巻本「世俗字類抄」が
人事 では名詞形の訓注を、辞字門で 動詞形 訓注を付すという対立をみせて
いるのに対し、十巻本r伊呂波字類
抄
J
の場合は両門ともに動詞形の訓注を付している。この
ようにみてくると、
人事門と辞宇門の分類に用いられた、
意味的側面から深く人間にかかわる語彙か一般的な語彙か、文法的側面から体言か用言かという、二重構造になった基
準を比較 明確に意識していたのは、
「世俗字類抄」系
（「節用文字」も含むか。誠査対象となる語数が少ないた
め断定することはむずかしい ）のもので
あ
ったと考えられ
る
。を部の場合には、前述の意味的・文法的分類基準の問題
に、更にア行の「お」とワ行の「を」とをどのように区別しているかとい
う
問題が絡んでくる。そこで、表IIIと同じ
方法でを部の人事・辞字両門に提出されている語 取り出すだけでなく、お部をも対比でき ようにした。それが表Nである。
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お 部 を 部 を部あるいはお部になると
、
人 事 門 で あ っ
て
も 他 の 部 の よ
うには名詞形が見られなくな
る。
二 巻 本 r 世 俗 字 頚 抄 」 に
おいて、
わ ず か 一 例 「 思 」
・「梢」等を「オモヒ」と訓じ
た例があるのみである。
次にいくつか示した例のように、
意味の上で深く人間とかかわりを持つ語政が多いには巡いないのであるが、
これらの語梨の名詞形がないわけでもな
いのに、
これは
どういうことなのだろうか。．
例
、
・「疎ォロソカ
ナ
リ
」
「教ヲシフ
」
・「威ヲトス
」
コ
gヲロカ
ナ
リ
」
等
「老ォヒクリ
」
・「
阿オモネル」
等
「を」と「お」の区別に関し
ては、
大 野 晋 関 士 が 、
「
色
業 字 類 抄 が r を
」
「お
」
の分類を当時のアクセントの上平
に基いて行ったことは殆んど疑ひないことである。
そして、
か か る 分 類 は 、
色梃字類抄に至っ
て
は じ め
て行はれたもの
ではなく、
その前身と推定される二巻本但俗字類抄、
更に
は 、
所謂r原節用文字
」
にも見られるものである
」
と 述 ぺ
て お ら れ 弓 三 巻 本 「 色 策 字 類 抄
」
をみると、
確かに関士
の御開査どおりで、
「を」
・「お」の両部に匝ねて掲戦さ
れ る よ う な こ と は な い う え 、
人事・辞字の両門に同一語を
重出させることもほとんどない。
しかし、
そ の 点 、
他の諸
「
奢
ヲコ
ル
」
七 十 ＇ I/ 世 伊 批
g 5 ゜ 1 讐
両部
ど
4 5 2 ヘ--,ぉ
［
← 
屑
·
'1 15 1 1 へ字辞
表 ＞ 本はまた述った様相を示している。
「 節 用 文 宇 」 を は じ め 、
二 巻 本 及 び 七 巻 本 「 批 俗 字 類 抄 」 、 十 巻 ＊ r 伊 呂 波 字 類 抄 」いずれの楊合にも、
語 を 収 録 す る 部 の 提 同 例 や 、
「 を 」
．
「お」両部への重出例、
さらに、
人 事
・ 辞 字 の 両 門 へ の 重
出例が見られるのであろ。
そ
れ ら の 例 の 概 数 を ま と め て み
る と 、
表＞のようになる。
これらの例は、
所 収 語 函 全 体 か ら 見 れ ば 、
と く わ ず か な 数
ではあるが、
諸本の厠者の分類意誨
の
一端を伺うことはで
きそうである。
なんといっても、
三巻本「色菓字頷抄
J
の
分 類 は 、
どの点からみてもみととに整理されている。
「節
用 文 字 」
・ニ巻本r世俗字類抄」では、
ア ク セ ン ト に よ る
分類を栢極的に否定すると
こ
ろまではいかないにしても、
「を」
・「お」両部への重出例があることで、
分 類 意 識
の
-42-
明確性に欠ける面が伺われる。＋巻本「伊呂波宇類抄」七巻本「世俗字類抄」にしてもまた同様である。
が、
十巻
本「伊呂波字類抄」の場合 は更に、
三巻本
「色葉字類抄」
と共通の語粟が多く、
語順さえも完全に一致している部分
がある。
ところが、
その一致部分にさえ、
三巻本r色葉字
類抄
J
との間で門の異同がみられることがある。
その上、
部・門ともに重出させる傾向が強く伺われ、
それは利用者
の検索の便宜を考えて ことかとも思われ
る。
七巻本r世
俗字類抄」 場合は｀
特に収録部の異同例が目立つので、
成立した時代性とのかかわりを考えてみる必要もあるだろ”? 
何分、
チ・
リ・
ヌ
・ル・ヲ
・オという、
Cくわずかな部
に限っての調査であり、
傾向性を指摘できたにすぎない。
全体的で、
より詳細、多面的な検討は今後の諌題とさせて
いただきたい。
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